
て
お
薬
手
帳
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
薬
歴
が
分
か
る
の
で
重
複
処
方

を
防
ぐ
こ
と
や
、
飲
み
合
わ
せ
な
ど

の
服
薬
の
相
談
も
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

２�

．
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発

医
薬
品
）
を
使
い
ま
し
ょ
う

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発
医

薬
品
）
と
は
、
特
許
期
間
の
過
ぎ
た

新
薬
（
先
発
医
薬
品
）
と
同
じ
効
能

の
あ
る
処
方
薬
で
新
薬
よ

り
も
低
価
格
で
す
。

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

に
切
り
替
え
る
こ
と
で
医

療
費
の
抑
制
に
つ
な
が

り
、
医
療
機
関
で
の
窓
口

負
担
も
少
な
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
医
師

や
薬
剤
師
に
相
談
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

３�

．
体
を
大
切
に
し
ま

し
ょ
う

　
一
度
生
活
習
慣
を
見
直

し
、
栄
養
・
運
動
・
休
養

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
取
り
ま

し
ょ
う
。

　
病
気
に
な
る
前
に
予
防

す
る
こ
と
が
最
高
の
治
療

法
か
つ
医
療
費
の
節
約
法

と
な
り
ま
す
の
で
、
病
気

に
な
ら
な
い
生
活
習
慣
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

単位（円）

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

350,000

300,000

平成27年度

256,774 

99,418 

28年度

256,723 

105,303 

29年度

281,919 

111,241 

30年度

276,516 

111,030 

302,294 

102,219

31（令和元）年度

１人当たりの医療費 １人当たりの保険税

１人当たりの医療費と保険税額

Ｑ�

．
医
療
費
っ
て
な
に
？

Ａ�

．
皆
さ
ん
が
医
療
機
関
を
受
診
す

る
と
き
に
か
か
る
お
金
を
「
医
療

費
」
と
い
い
ま
す
。

　

�　
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
の
医
療

費
の
主
な
財
源
と
な
っ
て
い
る
の

が
国
民
健
康
保
険
税
で
す
。
医
療

費
が
増
え
る
と
国
民
健
康
保
険
税

も
増
額
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、

家
計
へ
の
負
担
も
大
き
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

※
（
図
１
）
参
照
の
と
お
り

Ｑ��

．
医
療
費
が
増
え
て
し
ま
う
原
因

は
？

Ａ�

．
高
齢
化
や
医
療
技
術
の
進
歩
、

生
活
習
慣
病
の
増
加
や
重
複
・
頻

回
受
診
、
安
易
な
受
診
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ�

．
ど
う
や
っ
た
ら
医
療
費
は
減
る

の
？

Ａ��

．
次
の
よ
う
な
ち
ょ
っ
と
し
た
心

掛
け
が
医
療
費
の
削
減
に
つ
な
が

り
ま
す
。

１
．
医
療
機
関
の
か
か
り
方

　
軽
い
症
状
や
同
じ
病
気
な
ど
で
、

「
複
数
の
医
療
機
関
を
受
診
す
る
」

「
休
日
・
夜
間
に
受
診
す
る
」
「
最

初
か
ら
大
病
院
を
受
診
す
る
」
「
医

師
の
指
示
を
守
ら
な
い
」
な
ど
を
行

う
と
医
療
費
を
増
加
さ
せ
て
し
ま
う

だ
け
で
な
く
、
重
複
す
る
検
査
や
投

薬
に
よ
り
体
に
負
担
が
か
か
り
ま

す
。

　
ま
た
、
同
時
に
医
師
の
負
担
増
加

と
な
り
、
本
当
に
必
要
な
人
に
医
療

の
手
が
届
か
な
く
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

※�����

か
か
り
つ
け
医
・
か
か
り
つ
け
薬

局
を
持
っ
て
い
ま
す
か
？

　
体
の
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
医
師

が
い
る
と
安
心
で
す
。
信
頼
で
き
る

身
近
な
医
師
を
見
つ
け
、
気
に
な
る

こ
と
が
あ
っ
た
ら
最
初
に
か
か
り
つ

け
医
に
相
談
す
る
習
慣
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、
か
か
り
つ
け
薬
局
を
決
め

医療
国
民
健
康
保
険

正
し
い
受
診
で
医
療
費
の
適
正
化
を

　
病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
に
使
う
国
民
健
康
保
険
の
正
し
い
受
診
方
法

を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
て
適
正
な
受
診
を
お

願
い
し
ま
す
。

（図１）

Ｑ
＆
Ａ

町
民
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務
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国
保
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※�世帯内の被保険者と世帯主のうち、以下のいずれかに該当する者が２人以上いる場合には、その人数から１を減じた数に
　10万円を乗じた金額を加えます。		
　●給与収入（専従者給与を除く）が55万円を超える。		
　●65歳以上（前年の12月31日現在）で公的年金収入（特別控除額15万円を差し引いた額）が110万円を超える。		
　●65歳未満（前年の12月31日現在）で公的年金収入が60万円を超える。		
注）軽減判定の対象となる方の所得情報がない場合には、所得の申告が必要となる場合があります。

※令和２年度は7.75割軽減でしたが、令和３年度以降は７割軽減となります。

（年間保険料額は100円未満切り捨て）

■�

令
和
３
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
保
険
料

【�

均
等
割
額
】
４
３
，
4
0
0
円

（
被
保
険
者
全
員
が
負
担
す
る
額
）

※�

令
和
２
年
度
と
同
額
と
な
り
ま
す
。

【�

所
得
割
額
】
総
所
得
金
額
等

－

基

礎
控
除
額
43
万
円
×
8
・
39
％

《
所
得
割
率
》（
被
保
険
者
の
前
年

所
得
に
応
じ
て
負
担
す
る
額
）

※�

令
和
２
年
度
基
礎
控
除
額
33
万
円

か
ら
変
更
と
な
り
ま
す
。

■
保
険
料
の
目
安

　
表
①
参
照
（
１
人
世
帯
で
公
的
年

金
収
入
の
み
の
方
の
保
険
料
額
）

　
所
得
状
況
に
応
じ
て
、保
険
料
の
軽

減
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■�

均
等
割
額
に
お
け
る
軽
減
判
定
制

度
の
変
更

　
所
得
の
低
い
方
や
会
社
の
健
康
保

険
な
ど
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
方
に

対
す
る
保
険
料
の
軽
減
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
軽
減
の
判
定
は
被
保
険
者
や

世
帯
主
の
所
得
に
よ
り
自
動
判
定
に

て
軽
減
を
適
用
す
る
た
め
、
申
請
の

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
保
険
料

軽
減
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、
被
保
険
者
一
人
一
人
が
保
険
料
を
納
め

ま
す
。
保
険
料
率
（「
均
等
割
額
」
と
「
所
得
割
額
」）
は
、
高
齢
者
の
医

療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
に
よ
り
、
２
年
ご
と
に
見
直
さ
れ
ま
す
。

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

①
所
得
の
低
い
方
の
均
等
割
額
軽
減

　
世
帯
の
所
得
状
況
に
応
じ
て
「
均

等
割
額
」
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
は
軽
減
判
定
所
得
基

準
の
算
定
方
法
が
見
直
さ
れ
た
た

め
、
7
・
75
割
軽
減
が
7
割
軽
減
に

変
更
と
な
り
ま
す
。（
表
②
参
照
）

②�
会
社
の
健
康
保
険
な
ど
の
被
扶
養

者
で
あ
っ
た
方
の
保
険
料
軽
減

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
の
前

日
に
会
社
の
健
康
保
険
や
共
済
組
合

な
ど
の
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で

あ
っ
た
方
の
「
均
等
割
額
」
は
、
加

入
し
た
月
か
ら
２
年
間
の
み
５
割
軽

減
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
所
得
割
額
は

特
例
措
置
が
軽
減
さ
れ
る
た
め
引
き

続
き
賦
課
さ
れ
ま
せ
ん
。

※�

国
民
健
康
保
険
お
よ
び
国
民
健
康

保
険
組
合
の
被
保
険
者
で
あ
っ
た

方
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

※�

「
①
所
得
の
低
い
方
の
均
等
割
額

軽
減
」
に
該
当
の
場
合
、
軽
減
割

合
の
高
い
方
が
優
先
さ
れ
ま
す
。

後期

町
民
税
務
課 

国
保
年
金
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（表①）保険料の目安

（表②）軽減判定所得基準

公的年金
収 入 額

公的年金等に係る雑所得の
金額（総所得金額等①） 均等割額② 所得割額③ 

【（①－43万円）×8.39％】
年間保険料額 
（②＋③）

  80万円        0円 ７割軽減　　13,020円 0円 13,000円
120万円   10万円 ７割軽減※　13,020円 0円 13,000円
170万円   60万円 ５割軽減　　21,700円 14,263円 35,900円
200万円   90万円 ２割軽減　　34,720円 39,433円 74,100円
240万円 130万円 　　　  　　43,400円 72,993円 116,300円
280万円 170万円 　　　　　  43,400円 106,553円 149,900円

軽減判定所得基準（世帯内の被保険者と世帯主の総所得金額等の合計） 軽減割合 軽減後の均等割額
43万円 
＋10万円（給与・年金所得者の数－１）※以下の場合 ７割軽減 13,020円/年

43万円＋（28.5万円×世帯内の被保険者数） 
＋10万円×（給与・年金所得者の数－１）※以下の場合 ５割軽減 21,700円/年

43万円＋（52万円×世帯内の被保険者数） 
＋10万円×（給与・年金所得者の数－１）※以下の場合 ２割軽減 34,720円/年
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